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序章
1．研究目的と課題
韓国では 2000 年代に入って江国香織、辻仁成、宮部みゆき、伊坂幸太郎、
恩田陸、石田衣良、吉田修一、奥田英朗など、一々並べられないほど多くの作
家たちの作品が紹介されている。書店に行くと日本文学コーナーが別途に備え
ってたり、原作小説の人気を負ってその原作で製作した日本映画が封切ること
も頻繁に起こっている。また 2005 年、辻仁成は韓国の女性作家のゴンジヨン
と『愛のあとにくるもの』という作品を共同執筆して話題になったことがあっ
た。同じタイトルで執筆した各々の『愛のあとにくるもの』は、韓国では
2005 年 12 月に、日本では 2006 年 3 月に出版されて、韓国ではベストセラー
にもなり、注目を集めた。まさに日本文学の復興期が到来したのである。
しかし実際に翻訳家の道に乗り出したところ、日本文学が韓国に紹介される
過程はそこまで安定してないことに気づいた。特に出版社の主導下で、商業出
版の形態で国内に紹介される日本小説は、充分な検討過程を経てなくなりなが
ら翻訳の質の低下という問題点をもたらしてしまったのである。また、一部人
気作家の作品の版権を巡って、出版社間の過度な競争で印税が常の何倍も上昇
することも少なくないのが現状である。
現在、韓国の多くの文学学者と評論家たちは、そのような問題点で日本文学
のブームを憂慮しながら、出版社側が自ら無分別な翻訳出版を控えて、翻訳の
質を上げるべきだと指摘している。
ここで、問題の根本的な解決のためには、今まで日本文学が韓国でどのよう
に紹介されて来たのか、その様相をうかがう作業が先行されなければならない
と思ったのである。それに村上春樹、吉本ばなななど世界的に注目を集つめて
いる日本の作家が、韓国を含めた海外でどのように受容されているかを分かる
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ことは、日本内では見えなかった、作家と作品の世界性を新しく発見できる可
能性が高いであろう。
それで本論では、まず韓国に紹介されている日本文学はどのような背景から
普及されてきたか、今の受容様相はどうかを明らかにしていきたい。それから
韓国の近現代文学を話す時、欠かせることなく言及される村上春樹文学の受容
様相を主要研究課題としようとする。韓国における村上春樹は日本文学の位相
を固めたという意味とともに、韓国の現代文学においても新しい感性を刺激す
る大事なキーワードとして言及されているからである。
小森陽一は村上春樹について、夏目漱石以降、芥川龍之介を経て太宰治とか
三島由紀夫、安部公房、中上健次など綺羅星のような多くの日本作家たちも達
成できなかった韓国への上陸を成功的に果たした唯一の作家と述べている。
(小森陽一、『村上春樹論』(平凡社/2006.05))そして、その中心にある作品が
『ノルウェイの森』である。
本論では村上春樹の文学、特に『ノルウェイの森』が韓国文学に受容される
過程でどのような意味を持っているし、韓国だけではなく世界的に高い人気を
持っている彼の作品が備える意義とその役割について述べたい。
第 1章 韓国における年度別日本文学の受容様相
日本以外の国で日本小説が一番多く翻訳されているところは韓国だという。
特に本格的に日本小説が韓国に紹介されるようになったのは 1990 年代に入っ
てからだといわれているが、日本文学はその前までも毎年増加趨勢で翻訳され
てきた。
1950 年から 1959年のあいだに翻訳された日本小説の作品数は 7編に過ぎな
い。それは 1945 年の解放直後の韓国社会は、日本文学の作品を翻訳及び紹介
できるような雰囲気ではなかったからだといえよう。
1960 年〜1969 年、この期間の総翻訳作品編数は 353 編である。1960 年以
降、翻訳作品編数は急速に増加するが、その要因としては 1965 年の日韓修交
協商で日韓の関係が緩和されて、日本小説の翻訳も積極的に行われたのが一番
大きかった。
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1970 年から 1979年までの総翻訳作品編数は 231編である。1970 年代に入っ
てからは、三浦綾子の『氷点』、三島由紀夫の『金閣寺』のような純粋文学だ
けではなく、大衆小説と分類される多様なジャンルの作品が出版され始めた。
1980 年〜1989年、この期間の総翻訳作品編数は 540編に及ぶ。韓国が経済
的な安定期に入る 1980 年代には、出版物が急に量的増加を見せ始めた。
この時期から徐々に文学的権威に対する懐疑論、ポストーモダニズム、ダン
ディズムのような文学外的な雰囲気も生まれるようになった。このような一連
の雰囲気は、以降の村上春樹文学のような新しい感覚の日本小説が韓国に受容
できる背景になったと思われる。
1990 年から 1999年までの総翻訳作品編数は 1,027編である。この時期の主
な作家と作品数は村上春樹 94編、村上龍 46編、富島健夫 35編、三浦綾子 29
編で、総翻訳編数は 1980 年代の 2倍に至り、まさに日本小説のブームが興っ
たといえよう。
それに 1998年から始まった日本大衆文化開放をきっかけで、韓国読者の日
本文学に対する好奇心、つまり日本文化に対する関心がさらに高まって、活発
な日本の大衆文化の輸入が行われたのである。
特に 1990 年代後半からの日本文学は、「文学」という独立した形ではなく、
映画、ドラマ、アニメとともに「新日本文化」という形で受容されるようにな
った。映画やドラマのヒットにつれ原作小説が翻訳出版されることや原作小説
の人気によって映画やアニメが紹介される場合が頻繁になってきた。例えば
1999年に韓国で出版された浅田次郎の『鉄道員』（ムンハクドンネ、1999.10）
の人気から、翌年の 2002 年 2 月に映画の「鉄道員（ぽっぽや）」も封切りにな
って成功的な興行成績を上げた。
2000 年に出版されてベストセラーにもなった江国香織の『冷静と熱情のあ
いだ』（ソダン出版社、2000.11）も、原作のヒットにつれて 2003 年 10 月に映
画が封切りをした。
さらに 1980 年代まで商業的な目的を主として量的拡大をつづけた日本小説
の紹介は、韓国の経済を強打した IMF を契機として無分別な翻訳出版は少な
くなって、自然に質的向上を図るようにした。それまでは日本で〇〇文学賞を
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もらったとか、〇〇文学賞の候補として選定されたという作品なら、ほとんど
が翻訳出版の対象になっていた。
しかし経済的な不況の圧迫がむしろ日本小説分野の過熱状態を抑えて、翻訳
書の選定に慎重さを与えるきっかけになったのである。それに日本文学にある
程度なれてきた読者たちの水準が高くなって、自発的なニーズの声が上がるよ
うになった。このような流れの中で、文学性の高い多様な日本の文学作品が紹
介され、日本文学の位相を高めるムードが作られていたといえよう。
村上春樹や村上龍や吉本ばなながリードしていた 1990 年代の日本文学は、
2000 年代以降からは奥田英朗、東野圭吾、江國香織などがその同列になって、
多数の作家の多数の作品がベストセラーになり始めた。そしてその中心にいる
作家が奥田英朗であるといえよう。2009年 9月「週刊ドンア」の記事による
と、彼の代表作と言われる『空中ブランコ』は、2009年の現在まで 80万部以
上が売られているし、ほかのヒット作品の『サウスバウンド』も 40万部を超
えていると伝えている。
韓国で『空中ブランコ』と『サウスバウンド』を翻訳出版した出版社「ウン
ヘンナム」のジュヨンソン代表は「2005 年に奥田英朗の『空中ブランコ』が
出版されて以来、国内に進出した日本作家の数は爆発的に増えて、多様な作品
がひたひたと入ってきた」と述べている1。
韓国国内外の総合著者別販売順位からも、2005 年までは村上春樹、江國香
織、吉本ばななくらいが 100位圏内に入る日本作家であったが、2006 年に入
ると奥田英朗（37位）、金城一紀（66位）、辻仁成（105位）が、2007 年には
谷川流（90位）、2008年には東野圭吾（61位）、宮部みゆき（67位）などの作
家が新しく登場するようになった2。
この幅広い作家陣の登場は、有名作家の作品に頼ってきた既存の傾向から離
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1 ｢コンテンツ王国日本」（「週刊ドンア」、2009.09.23）
2 www.yes24.com(韓国国内外の総合著者別販売順位)、この通計数値は記事とか発表
された論文資料ではなく、YES24に直接依頼して調べた通計資料であることを伝え
る
れ、多様なジャンルの日本小説が人気を得るようになったことを意味するので
あろう。特に、新しく浮上したこの作家層の作品は日本で出版された時期とほ
とんど同時に韓国でも出版され、もはや時間的にも空間的にも、その差を感じ
られないようになっていた。
第 2章 韓国における村上春樹文学の受容様相
2009年 5 月、日本で村上春樹の新作『1Q84』が出版された。そしてその三
ヵ月後には韓国でも翻訳出版され、早くもベストセラーになった。この
『1Q84』は出版の前から、韓国語翻訳書の版権をめぐった出版社間の激しい争
奪戦で話題になっていた。そしてその入札の結果、版権を落札した出版社「文
学トンネ」によると、『1Q84』の版権は約 8000万円で、韓国における歴代最
高価の先印税として記録を残したという。それに 1・2巻を合わせて初版で 35
万部を印刷したことからは、村上春樹の変わらない人気を実感できるといえよ
う。
それで本章ではこのように 20 年間も厚い韓国の読者層を確保している村上
春樹の作品とその翻訳現況について把握していきたい。
作品の翻訳現況
まず、日本における村上春樹の作品現況を確かめてみると、2009年 10 月の
現在まで出版された村上春樹の作品は、長編小説 11種、短編 15種、その他の
翻訳書が 53種、エッセイ集 42種で、約 121種に及ぶ。
そしてその中で、韓国で翻訳出版された村上春樹の作品は、翻訳書を除いて
ほとんどと言ってよいほど、大体の作品が紹介されてきた。
ここでは短編小説はそれぞれの短編が多様な形の短編集で重複出版される場
合が多いため、2009年 10 月まで出版された村上春樹の長編小説 11種を、日
本や韓国で出版された各年度とともに、韓国での重複作品種数をまとめてみた
い。そしてその結果を図表にしたのが以下の通りである。
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一方、次の図表 1-2は、韓国で翻訳出版された村上春樹の作品を 10 年単位
に分けた全体作品編数で、重複翻訳と重複出版とは関係なく、翻訳された個別
作品の編数だけを表したものである。
以上の図表からみると、韓国では 1989年『ノルウェイの森』が出版されて
以来、1991 年と 1992 年にわたって過去に日本で出版された長編小説が集中的
に出版されたことがわかる。それは長編小説だけではなく、短編小説やエッセ
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1991 年1980 年1973 年のピンボール
7種1991 年1979年風の歌を聴け
重複数韓国・出版年度日本・出版年度作品名
図表 1-1 長編小説の日韓出版年度と重複作品種数
1989年1988年ダンス・ダンス・ダンス
6種1989年1987 年ノルウェイの森
4種1992 年1985 年世界の終わりとハードボイルド･ワンダーランド
4種1992 年1982 年羊をめぐる冒険
3種
2003 年〜2004 年2002 年海辺のカフカ
1999年1999年スプートニクの恋人
1994 年1994 年〜1995 年ねじまき鳥クロニクル第 1部、第 2部、第 3部
2種1993 年1992 年国境の南、太陽の西
2009年2009年ＩＱ
総 129 編
32編2000 年〜2009年
94編1990 年〜1999年
3編1980 年〜1989年
翻訳出版編数年 度
※この数値は『日本文学翻訳 60 年(1945-
2005)現況と分析』(ソミョン出版/2008)と韓国
国会図書館サイトの検索結果を基にして作成し
た数値であるので、多少の差はあり得る。
図表 1-2 時期別翻訳出版数
イ集の分野でも同じく起きた現象である。
図表 1-2の時期別作品編数を見ても、1990 年から 1999年の間に出版された
作品は総 94編で、この期間に特に作品の翻訳出版が集中していることがわか
る。つまり、日本の「村上春樹現象」が、この時期に韓国にも上陸したことを
推定できるのである。
また、1993 年に翻訳出版された『国境の南、太陽の西』からは日本との時
差をほとんど感じられなくなって、この時期からの作品は、日本と同時に翻訳
出版されるようになったといえよう。
第 3章 村上春樹の評価
1989年出版以来、外国書籍分野において常にベストセラーを維持していた
『ノルウェイの森』は、1994 年に入ってから韓国総合出版順位のベストセラー
に入る珍しい現象を起していた。それで韓国のある出版社では読者調査を実施
した。その結果、出版当時と約 5 年が過ぎた時期の読者層には、それぞれ異な
る『ノルウェイの森』の受容様相が存在することを分かった。それで本章で
は、その相異点について確認したい。まず、1989年に村上春樹の作品が最初
に韓国に紹介されて、若者たちから強い共感を得られた背景について述べてい
きたい。そして『ノルウェイの森』が時代の流れによって青少年の自我発見の
道具として受容される様相を明らかにしようとする。
あと、2000 年代に入ってでも韓国文壇において論難の的となっている村上
春樹の文学を見る評論家たちと文人たちの見解を通じて村上春樹文学の評価を
まとめていくのが本章の課題だといえよう。
1．激変の時代を共にした村上春樹
キムチュンミ3は韓国における村上春樹について、内面の暗いところを誘い
出した作家で、韓国の 386世代は彼の作品から空虚感、喪失感、彷徨を見出し
て、強い共感帯を形成したと説いている4。
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3 韓国高麗大 日本語日本文学科教授、高麗大日本学センター所長
ここで「386」とは、各の数字にそれぞれの意味があって、「3」は 1990 年代
当時の 30代の人、「8」は 1980 年代に大学生だった人、「6」は 1960 年代に生
まれた人を意味する。つまり、1960 年代に生まれ、1980 年代に大学に通い、
1990 年代に 30代に入る世代が 386世代と呼ばれる。もっと細かい意味では
1980 年代に大学に通いながら学生運動と民主化闘争に参加した学生運動の世
代に限定もするが、広くは 1960 年代に生まれた人は大学を出たか出てないか、
学生運動をしたか、してないかとは関係なくみんなを 386世代と見るべきであ
るという見解が支配的である5。
また、キムチュンミは 1990 年代というイデオロギー的な停滞期であった韓
国の政治的、社会的な状況という背景が、村上春樹の文学が韓国の文学界に自
然に受容される機会を提供したと述べた。それに、どのような時期よりも激し
い変化の時を過ごしていた 1980 年代と 1990 年代について、次のようにまとめ
たのである。
1980 年代が理念の時代であれば 1990 年代は脱理念の時代であるし、1980 年
代が広場の時代であれば 1990 年代は密室の時代であるし、1980 年代が共同体
の夢と連帯に対する希望が支配する時代であれば 1990 年代は孤独な単子（個
体）の時代である6。
1980 年代後半、韓国では学生による民主化運動が展開されるようになった。
学生たちは民主化を弾圧し、自由を抑圧する暗くて息苦しい社会の中で、精神
的に悩んで迷いながら苦しんでいたのである。民主化を叫びながら焼身をする
ことや、投身自殺をする衝撃的な事件も起きたが、若者たちは時代に立ち向か
って民主化運動を続いた。
そして 1987 年 6 月の反軍部独裁の民主化抗争で、韓国の学生運動は立派な
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4 キムチュンミ、「韓国における村上春樹」(批評/2007．冬)
5 デゥサン百科事典
6 キムチュンミ「韓国における村上春樹」（批評/2007．冬）186-204p
民主化の成果をあげ、栄光の絶頂に達した。しかし学生たちは強大な社会の壁
の前で、自身たちが信奉し掲げた理想主義を実現できず、絶対的だった価値と
目標を喪失したまま、挫折感に落ちてしまうのであった。このような挫折を経
験した当時の若者たち、いわゆる 386世代はまさに喪失の時代に住む張本人で
あった。
一方、この時期に韓国国内文学の成長がなかったのではないが、開放的で自
由な資本主義市場で生まれ変わる 80 年代後半までは、韓国文壇は統制が厳し
くて権威的な時期であった。そしてそのような抑圧的で閉鎖的な雰囲気の中で
は、活発な創作活動は難しいことであることを考えられる。
その時に登場したのが村上春樹の小説であった。村上春樹の作品には国も政
治も存在しなかった。そこには個人に対する倫理があって、都市的な感覚がみ
なぎっていた。それは歴史と現実に抑えられ、精神的な恐慌に落ちていた若者
たちのこころを強くとらえるに充分なものであった。
キムチュンミはこの時期の韓国の若い作家たちは、村上春樹の作品を通じて
政治社会小説ではなくても、文学はできるという認識を持つようになったと、
当時の村上春樹の影響について述べた。つまり村上春樹の作品から、新しい小
説作法と都市的な感性を表出する表現方法を見た作家たちは、それをきっかけ
にして保守的な小説の形式から自由になれたと説明できるのである。
詩人のジャンソクジュも「ハルキと出版、ハルキと文壇の問題的愛憎関係」
で村上春樹の登場とその意味について次のように述べている。
1989年に始めてハルキを見たとき、アーリーアダプターたちはまさに新し
い、という印象をたくさん持った。わが国の文学もこのような方向にいくだろ
う、強大談論が消滅し、日常、自我、欲望、愛、性を扱う方向に行くだろう、
またそのモデルはハルキであろうと話しをした事を思い出す。（中略）グヒョ
ソ、ユンデニョン、ジャンジョンイルなど新しく登場した小説たちが実際にそ
うであった。『喪失の時代』が回顧する状況は韓国のそれとそっくりだった。
韓国の作家たちはそのような大衆儀式の変化、情緒の変化を先占されたのであ
った7。
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当時の韓国の作家たちは、新しい世界を自分の作品の中へ受け入れる準備が
まだ出来てない状態だったのに、自分の物語だと思える作品が完璧な形態で出
ていたのである。村上春樹は激変の時代を過ごしている韓国から、新世代談論
を引き出せる役割を果たしていたのである。
2．新しい感性を起す装置としての人気要因の変容
『ノルウェイの森』は韓国で 1989 年 6 月 27 日に初版が出て、約 5 年後の
1995 年には 55刷 30万部という売り上げを記録した。そして初版が出てから
ずっと外国小説の部門でベストセラーリストの上位圏を占めていた『ノルウェ
イの森』は、1994 年からはさらに順位が上昇を始めて、国内外図書を総合し
て集計する総合ベストセラー順位に入るようになった。
出版と同時に読者の関心を集めていた作品が、出版して約 5 年後に急に総合
ベストセラーの上位圏に入ることは、韓国でもその由来が見当たらないほどの
ことだという。
一方、1995 年に総合ベストセラーの順位に入った『ノルウェイの森』は、
2004 年までの約 10 年間、韓国国内小説分野で連続ベストセラー 20位以内に
ランクされていた。
大手の出版社の「文学思想社｣8では、このような現象の原因を求めて緻密な
読者調査を行なった。
その結果、読者層は一部の中学生を含め高校生まで、広い範囲に及んでいる
ことを確認した。生の実体と人が人を愛することがどのような意味を持つのか
を絶妙な小説技法を通じて描破しているこの小説は、大学入試での論説部門の
比重が大きくなりながら教科書以外の教養書籍を読み始めた高校生の間で必読
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7 ｢ハルキと出版、ハルキと文壇の問題的愛憎関係」（ハンギョレ 21、2009.08.07）（http:
//h21.hani.co.kr）
8 ｢文学思想社」では、村上春樹の作品を含め、作家研究関連の図書を多く紹介してい
る。
書のひとつになっているのである9。
学生運動の世代に本格的に読まれた『ノルウェイの森』が、ポストモダンに
変わった社会に入ると、若くて新しい世代が主読者層で浮上しながら、さらな
る人気を持つようになったのである。
文学評論家のファンホドクは新潮社の編集長の矢野優との対談で、『ノルウ
ェイの森』は、新しい世代という一種の「趣味の人間」たちのセンサーを刺激
する新しい感性のスイッチとして通じ合ったと論じている。すなわち、「装置
としての文学」ということである10。
これについて矢野優は編集者の鈴木力の話しを借りて、韓国の新しい読者世
代を「ヘルマンヘッセの読者」たちだと呼べると加えている。韓国では文学作
品を通じて、自分の内面にある世界を発見するという方式の読書法が通用され
ていて、それが「デミアン(Demian)」の読者だというのである。つまり、日
本と同じく韓国でも昔から青春期の通過儀礼のようにヘルマンヘッセの作品が
読まれているが、それは内面が形成される方式と関係があるからだという論調
である。
そして次は、ある大手書店のギョボムンゴのオンラインサイト11から探し
た、新しい世代といえる 2000 年代以降の読者たちが書いたレビューの一部で
ある。
例．不完全な、生きている人たちの物語
(ID：iris081130 2005/09/15)
(前略）不完全な、生きている人たちの物語―私は自分がどこにいるのか分
からない。愛という空間のなかで迷っているのだ。(中略)死は生の一部であ
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9 『ハルキ文学手帳』（文学思想社/1996.10）、20p
10 対談「はるきを言う、日本文学を聞く」、『文学思想(ムンハクササン)』(文学思想社
/2006.2)、385p
11 www.kyobobook.co.kr
る。そのように絶え間がなく何かを喪失し、また探して行ったら、私がどこに
いるのかを分かれるかも知らない。
例．喪失の時代(ID：dlstnr12 2007/12/02)
私はどこで何をしているのか。こんなことが思い出した。真の大人になる前
の私は、どんなことを考えながら生きて来たのか、今の私は真の大人だと言え
るのか。数々の質問を自分に投げ込んだ。
頭の中を雑念で満たして、ぼんやりと日常を過ごしているのではないか。
時々訪れてくるこの絶望感が若さというものか、今、私が喪失しているのは何
か。真の大人になったら、分かるのか。真の大人になったら、私はあらゆるこ
とを分かるようになるのか。
例．(ID：s001771 2009/06/27)
村上春樹の作品について論じようとすると、まず『ノルウェイの森』から読
むはずだと思う。村上春樹の代表作とも言えるこの作品はかなり魅力的だ。
(中略)今、自分の周りに心を開いて迎える友たちは何人ぐらいいるだろう。突
然そんなことを考えた。しかしこのような質問に、はっきり何人だと言える者
は少ないだろう。それが現実だから。私は、この本を読みながらずっとひとつ
の文章を覚えていた。
私は今どこにいるのか。もし他にもこの文章を覚えていた者がいたら、一回
は自分に聞いてみたことがあるだろう。なぜなら、自分と一番通じているのは
自分自身だからだ。
以上のレビューからは、時代的な喪失感という情緒はあまり感じられないと
思われる。それよりは、自分の存在を確認しようとする登場人物たちに集中し
て、それを通じて自分の内面を理解しようとするように見えるのである。つま
り、新しい世代の読者たちが村上春樹の小説から発見したのは、自我を探すた
めの「スイッチ」であったといえるだろう。
90 年代の初期に 386世代の共感を得て人気が高まった『ノルウェイの森』
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が、90 年代の後半からさらなる人気を受けてベストセラーに記録されていた
のは、青少年の必読書と選ばれるなど新しい読者層を確保することで、その人
気要因が変容してきたからだといえよう。
3．村上春樹と韓国文壇
韓国での村上春樹の影響力が大きかったぶん、韓国文壇の「村上春樹烈風」
に対する意見もまちまちだった。それに韓国国内で文学賞をもらった作品、そ
して一部の若い作家の作品が次々と「村上春樹の作品に似た」という剽窃の疑
いで、論争が起こることもあった。
1992 年、「作家世界文学賞」を受賞したイインフャの『私がだれかと言える
のはだれなのか（ ）』(世界社、
1992.03)、「今日の文学賞」を受賞したバクリルムンの『生き残った者の悲し
み（ ）』(世界の文学、1992.06)、ジュインソクの『喜劇的な、と
ても喜劇的な（ 、 ）』(ヨルウンサ、1992.07)、ジャ
ンジョンイルの『アダムが目覚める時（ ）』(グムヨンサ、
1992.08)などが、その論争の対象であった。
韓国の現代文学を論じる時には、特に 2000 年前後の文学を語る時には、こ
のように村上春樹がよく登場したのである。
一方、チェソンシルは「日本文学の韓国的受容と特徴：村上春樹小説と文化
翻訳」において、韓国の若い作家は、間接的であれ、直接的であれ、村上春樹
に共感しながら「書くこと」とは何かについて悩んでいるという共通点を持つ
と述べている。またそれは、ただイメージを借りたとか、小説の一部を剽窃し
たとかという論議とは別の次元の問題だと説いた。そして 1990 年代後半から
2000 年代の韓国の若い作家たちについて次のように定義した。
かれらはむざむざと巨大談論で還元する文学的理念について言っているので
はない。さらに、なにより大事な兆候は文学、または小説という形式に強迫症
がないし、どんな世代より文化的経験の自由さを文学的な想像力の源泉にして
いながら、その磁場（範囲）にいたことに強い自意識を表出していた12。
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つまり、キムギョンウク、キムジュンヒョク、バクヒョンソ、バクミンギ
ュ、イギホなど13の韓国の若い作家たちは音楽、映画、ポップ・アートなどに
魅了されていて、文学的な教育とか文学的制度を面倒だと思っていたのであ
る。
さらにチェソンシルは、彼らは 1990 年代まで本格文学として文学を支えて
きた「小説」、または近代文学という形式に囲まれた「小説」には、関心も観
念もない態度を維持しながら破戒的な小説を書く作家たちだと述べた。
それからはこの韓国の若い作家層は、村上春樹の文学を通じて支配文化の中
へ入り込むことで、保守的文化に抵抗しながら一種の大衆文化を作り上げてい
ることを意味するように思われる。すなわち、彼らは村上春樹の文学を単純な
剽窃の対象ではなくて、想像力の源泉として自分の創作活動を展開したといえ
よう。
一方、チェソンシルの論調は、評論家であり小説家のイマンギョの見方とも
通じると考えられる。イマンギョは村上春樹の小説の都市的な感性と、優れた
会話体の小説作法に住目していた。また、村上春樹と映画監督のウォンカーウ
ァイから共通の情緒が感じられると言いながら、これを「多国的資本主義時代
の都市的な感性」と定義したのである14。
イマンギョはウォンカーウァイからは香港返還を控える、1990 年代の虚無
的な耽美主義が感じられるし、村上春樹からは全共闘以降に消費資本主義へと
移行する過程において、日本の若者たちが抱えていた精神的な恐慌が感じられ
ると述べている。つまり、1990 年代の韓国の若者が魅了されたのは、ウォン
カーウァイと村上春樹が代弁する多国的資本主義時代の、香港と日本の若者が
持っていた都市的な感性かも知れないということであった。
以上のチェソンシルとイマンギョが論じている韓国文壇が受けた村上春樹の
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12 チョソンシル「日本文学の韓国的受容と特徴：村上春樹の小説と文化翻訳」（『アジ
ア文化研究第 13集』2007.11）、77p
13 、 、 、 、
14 イマンギョ「世界の作家と浮び上がった村上春樹」、『文学思想』（2003.08）
影響の正体とは、保守的文化の壁にさえぎられていた韓国の文学が、大衆文学
や新世代の想像力を受容できるように覚醒させる刺激剤であると説明できるか
もしれない。
一方、前述したように 2000 年代に入ってでも韓国文壇において論難の的と
なっている村上春樹に対する評論には、否定的な見解もあった。
文学専門記者のチェジェボンは「日本小説から習おう？」（「ハンギョレ」
2007.04.01）というコラムで、韓国読者は日本小説の「理念過剰の韓国小説と
は違って、さわやかでクール」なところを好むと認めながらも、そのような小
説は大体「感性小説やロマンス物、推理物などの易しくて早めによめるものた
ち」であり、文学性の放棄から生まれた文体の「大衆小説」であると批判して
いる。
また、2006 年に「教授新聞」で実施した「新人文人意識調査」では、評論
家 30人、詩人 35人、小説家 30人の総 95人の中で 19 人が、一番過大評価さ
れている海外作家として村上春樹を挙げた。彼らは村上春樹の文学に対して
「商業性が行き過ぎている」、「20代の感受性に頼っているだけの一時的に流行
する小説」と評価した。
さらに評論家のユジョンホは評論「文学の転落―村上春樹現象において―」
で、村上春樹を強く批判している。
多くの人たちに青年期は挫折経験を与えるし、未来の展望もはっきりしない
不安と彷徨の季節である。そのような不安の季節に軽い憂鬱症を持っている気
弱い青年たちには、この本は麻薬のように短期間の安易な慰めを提供してくれ
るのだろう。私たちみんなが死と失敗と虚無の前で平等であるという思いは少
なくない慰安を与えてくれるからだ。要領のいい物語売り屋であり、けっして
芸術家の本ではないと思う。（中略）筆者が見た限りは『ノルウェイの森』は
高級文学の死を急ぐがらくたの大衆文学だ15。
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15 ユジョンホ「文学の転落―村上春樹現象において―」『現代文学』（2006.06）
しかしこの評論について、チェヨンイルは「批評の貧困：ユジョンホとハル
キ」で、ユジョンホは時代的な変化は認めながらも、文学的な変化は全然認め
ていないし、「高級文学対大衆文化」という分け方から論じていると批判した。
また、ジョヨンイルは、最近の作家たちは村上春樹の影響からは自由になれな
いし、1990 年代の作家が村上春樹から意識的な影響をもらったとすると、
2000 年代の作家はその影響を受けて自分だけの作品の世界を完成したと述べ
ている16。
つまり今韓国文壇には、知らない人はいないぐらい有名になった村上春樹に
対して、否定的な観点も肯定的な観点も存在しているといえよう。まず否定的
な観点は、村上春樹の小説は彼の知名度ほどの優れた作品ではないという見解
であり、韓国の新しい作家世代に及ぶ影響に憂慮の気持ちを持つ保守的な見方
だと考えられる。
その反面、村上春樹に対する肯定的な観点からは、韓国の若い作家たちが、
村上春樹の作品を想像力の源泉として幅広い創作活動を展開するようになった
と評価しているのである。
勿論、一つの現象について、批判的であれ肯定的であれ、いろいろな角度か
らの批判と意見を提示するのは必要不可欠であろう。しかし文学というのも時
代の変化とともに変わっていくのだとしたら、一連の流れを読めずに時代の変
化についていけなくなった文学は、読者が目をそらすことで次第に淘汰され存
在自体が危なくなるのではないか。
韓国の読者は村上春樹の作品を日本小説というより、今まで見たことのない
新しい小説という意味で接近し好んだと思われる。つまり、日本小説の韓国の
上陸というのが問題ではなく、当時の韓国の若者が面白いと感じられる作品
を、まだ韓国作家たちは書くことが出来なかったから村上春樹がその代わりを
請け負っていたし、韓国文壇は必然的にその影響を抱いて成長しなければなら
なかったのであろう。
すなわち、韓国文学作品の読者数と出版現況を確認する同時に、村上春樹の
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16 チェヨンイル「批評の貧困：ユジョンホとハルキ」（『文芸中央』2006秋）
韓国上陸 20 年間を振り向いたら、単に村上春樹の文学を「がらくたの大衆文
学」や「文学性の放棄から生まれた文体の大衆小説」と表現するには、多少の
納得できない点があるかもしれないのである。
しかし、そうだとしても前述のように、いろいろな角度からの批判と意見は
やはり必要不可欠であろう。そしてこのような批判と意見をまとめて再評価し
てこそ、村上春樹の文学をより深く理解できるようになるのではないか。それ
が村上春樹現象を誤解なく受容する方法の一つかも知れない。
終 章
本論では、韓国に紹介されている日本文学はどのような背景から普及され
て、今の受容様相はどうかに注目しようとした。その中でも韓国の近現代文学
を話す時、欠かせることなく言及される、村上春樹と彼の代表作として知られ
ている『ノルウェイの森』を研究課題としたのである。
韓国で日本文学の復興期を迎えている今が、日本文学が韓国でどのように紹
介されてきて、現在はどうなっているのか、その様相をうかがうに適切な時期
だと思われてからだ。
さらにこれを研究課題にした個人的なきっかけは、実際に翻訳家の道に乗り
出したところ、日本文学の復興期とはいえ、現在、日本文学が韓国に紹介され
る過程は、そこまで安定しているようには見られなかったからであった。急激
に増えた日本文学への関心で、人気作家の作品を巡って出版社間に過度な版権
競争をして、充分な検討過程を経てなくなりながら文学性の高い作品の翻訳の
質が低下されるなどの問題点をもたらしてしまったのである。
他文化との交流、つまり互いの違うものたちが溶け合う同時に、新しい共感
帯を作り上げてその国の文学を豊かにするものが翻訳の意義だと思っていたの
に、それがうまく実現できない状況が残念で、今まで自覚できなかった自分へ
対する反省も気持ちもあった。
それでそのような問題の根本的な解決のためでも、過去から現在までの韓国
において日本文学の受容様相を把握して体系的で安定的な紹介過程の大事さを
呼び起こしたかった。
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特に村上春樹の文学、その中でも『ノルウェイの森』が韓国で持つ役割と意
義近付けることが、もっとも問題意識を確かめてくれると思われたのである。
本論で『ノルウェイの森』を通じて韓国での受容様相が時代によってどのよ
うに変わったのか確認してみたらところ、その特徴を大きく二つに分けること
ができた。
一つは 1990 年代には、理念から自由になろうとした者たちが村上春樹に熱
狂したことである。そしてもう一つは、2000 年に入ってから、成熟した資本
主義から生まれた個人的な価値にこだわる者たちが村上春樹に熱狂したという
ことである。勿論、このような時代的様相を正確に二つに分けるには多少の無
理があるだろう。読者たちが自分と主人公の立場を同一視するというところは
どの時代でも行われることであろうが、結局は自分が置いている状況によって
解釈は違っていくからである。それで本論では多様な数値的資料と韓国での評
論を通じて、読者層の変化と評価を傾向として把握しようとした。
一方、上の二つの特徴のように韓国において『ノルウェイの森』の受容様相
からは、世界的に人気を伸ばしている村上春樹の文学には時間と空間を越える
一種の共通的なコードがあって、そのコードは各場所と時代によって多様に変
化しながら受け入れていることが分かった。
世界はどんどんグローバル化していて、その中の人たちが感じる感性はます
ます似ていく。国境を越えた疎通がもっとも活発になっている今、状況によっ
て受容の形態を変えながら吸水される力を持っている村上春樹の作品が、そう
であるから世界で通用されるのではないか。
2005 年末にニューヨークータイムズ(NYT)から選んだ「今年の本」10 巻
に、アジア作家の翻訳書としては異例的に村上春樹の『海辺のカフカ』が選ば
れたことや、フランスで「カフカ賞」を受賞したことも同じ脈絡から考えてみ
ると納得できるところである。
そしてグローバル化していく国家間の文化交流は、いろいろな新しい可能性
を創出している。二つの国の人気作家のコラボレーション作品が出版されるこ
ともあって、時代的、文化的な特性で自国よりほかの国で人気が高くなった作
家の再評価が行われている。
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2010 年 1 月 1日、韓国のインタネット新聞に「村上春樹の『1Q84』、4ヶ月
間 1位」という記事が載った。韓国出版人会がギョボムンゴ、ヨンプンムン
ゴ、バンディ＆ルイス、YES24、インタパクなどの 10箇所の書店の販売量を
総合した結果、村上春樹の『Ｑ』が 2009年 8月に出版されて 2週目か
ら 16週間連続で 1位を占めているという内容であった17。
一角では『海辺のカフカ』以降の空白を一気に挽回して、世界的な経済不況
で沈滞気味に突入した韓国での日本文学に、また息を掛ける機会を提供したと
も言われているのである。
では、このような状況が今からはどのような新しい文学的、文化的な効果を
もたらすのか。そしてその中で「村上春樹現象」はどのような刺激剤で作用す
るのかが期待されるし、これが今後の研究課題となるだろう。
それに個人的には本論を通じて、もっとも紐帯を堅くしていく世界の文化交
流の中で、翻訳の役割と責任を切実に感じた。作品に対する充分な理解と他文
化の紹介という使命感を持つ翻訳活動が、均衡のある文学の発展へとつながる
だろう。そうすると将来、「村上春樹現象」の次には、もっとも新しくて望ま
しい文化現象ができるかも知れない。
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